r バカャ 口 ー め。 女房のお 産が すむ まで 戦争 を 待って 

くれてえ 侍が 大昔から いたと 思う か。 ききなれな い ザ j 

と を 云う 曲者 じ やない か」 

と 怒鳴られて、 別れ を 告げる イト マ も あらば こそ、 

手 を とられ、 腰 をつ かまれて、 夢の ように 上野 寛 永 寺 

へたて こも つ てし ま つ た。 

戦争に 負けた が、 正 ニ郎も 加えて 十三 名の この 一隊、 

一人 も 手傷 を 負った 者がない。 要領の いい 奴ら で、 戦 

ゆさん 

争 を 遊山と 心得て かりそめにも 勇み立つ ような ところ 

がない。 しばらく 旅に でる の も 面白 かろうと、 江戸 を 

逃げの びて、 中 山道から 道 を かえて 奥州へ。 戦争 話の 



にしろ。 刀 を ふりまわして 死んで やる から。 刀 を ひき 

こ いぐち 

よせ 鯉口 をき ッて酒 を 浴びつ づけて いる。 遊女 屋も疫 

病 神と あきらめ はしても、 彼らが 浴びる ほどの 酒 を 連 

日 はだし きれない。 そこで 酒の 徴発に 差しむ けられる 

のが 正ニ郎 であった。 彼が 酒屋へ 行って、 おとなしく 

頼んで ダメの 時 は、 一同が 刀 をぬ いて サイ ソクに 行く 

から、 最後に は どこでも、 だした。 

彼ら は 塩 竈の 鼻ッ マミ 者に なった。 イタ チ 組が 通る 

というと、 町中 大戸 をお ろして 一時に 人通りが なく 

なった そうだ。 イタ チ組 というの は 彼らの ことで ある- 

彼ら は 江戸 をた つ ころ は 河童 隊と 自称して いたそう だ 



て、 

「そうかい。 お前さん がその 気なら、 ナニ、 あんな 家 

に 小さくな つてい なく ッて も、 男一匹、 立派な 暮 しが 

立つ ように、 なんとで も 力になる ぜ。 お前さん も 天下 

の 旗本 だ。 奥州 くんだり へ 来たから つて アバ ズレ 女に 

気兼ねす る こた ァな いよ。 だが、 漁師なん ぞが お前 さ 

んに 勤まる もんじ やない。 船 を 一艘 かして あげる から、 

運漕 を や つ て) ，- らんなさい」 

自分が 世話 を やいて いる 講中に ムリ をき いて もらつ 

て、 わずか 一 回の カケ金 だけで 正 ニ郎に 無尽 をお とし 

て やった。 その 金で そッ くり 米 を 買って、 これ を 船で 



洋 大工に 命じて 東京に いくつ もない 純 西洋 館 をつ くつ 

て 住んだ。 屋根に 鐘楼が あつたので 人々 はいつ か 時計 

館と よんだ ので ある。 彼 は 馬車で 商社に 通った。 まさ 

に 飛ぶ 鳥 を 落す 殿様ぶ リ であ つ た。 

彼 はお 久美を 探した が、 行方 を 知る 者が いなかった _ 

しかし 二号 もつ くらず、 女に 深入りし なかった の は、 

女 を 怖れて いたから である。 気心の 知れない 女が 一 様 

に 薄 気味 わるくて、 商法に 熟達し、 社交に なれても、 



おかけす る こと もない ようです が」 

と 持ち かけた。 人の 心が 顔に 現れる とで もい うの か、 

まるで 彼の 心 を 見抜いた ように 時 を 得た 至妙な 話。 正 

一 一郎 は その 宴席で 始めて 見る 駒 千代の やさしく 華やか 

な 姿に 見とれて、 さてさて 美しい 妓が ある ものと 深く 

心に 思いと めた 直後で あるから、 人生 は 微妙な もの だ。 

渡りに 舟と よろこび、 女主 人に 駒 千代の 心 をた しかめ 

て もらう と、 あの 物静かな 旦那なら 定めし やさしく 親 

切に して 下さる でしよう、 異存 は) J ざいません と いう 

即答で、 めでたく 話が きまった。 女主 人が 何かと 加勢 

して、 然るべき 家 も 見つけ、 以前 この 土地で 芸者 をし 



駒 子の 母 こそ はま さしくお 久 美であろう。 その 姉 こ 

そ は 別離の 時に みごも つ ていた わが 子で あるに 相違な 

い。 なぜなら、 梶原は 寛 永 寺で 死んだ と 云い、 駒 子の 

父 は イタ チ 組の 親分 格の 望月 彦太 というで はない か。 

正 二 郎が寛 永 寺で 死んだ というの も、 彦 太の 語った こ 

とであろう。 

駒 子が わが 子でなくて 幸せであった。 しかし、 むご 

たらしい 運命が ある もの だ。 ようやくお 久 美の 居 処が 

分った と 思えば、 それ は 愛する 女の 口から だ。 そして 

愛する 女が ぉ久 美の 娘で あろうと は！ ぉ久美 はメク 

ラ となって 姣河 橋に did み、 同じ メ クラと 夫婦に なって 



貧乏人の 子ダク サンと は、 貧民窟に 於て これ を 如実に 

見る ことができる。 おまけに ドン 底暮 し、 貧民窟に は 

どこよりも 寄食 者、 つまり 居候が 多い という 妙な 事実 

を 御存じであろう か。 噓 ではない。 それが 当時の 貧民 

窟の 実情であった。 有 縁 無縁の 無能力者、 惰 民の 類が 

ゾロゾ 口と 金魚の ゥン コ のように つなが つ てころ がり 

こんでいる ものだった。 

明治 二十 年 ごろの 平均 賃金が、 大工、 左官、 石工な 

どで 二十 二、 三 銭 (日給)、 船大工、 染物 職な ど は 十七 

きよ-つじ 

銭、 畳屋と 経師屋な どが 二十 一 銭ぐ らいで、 一 番 高い 

のが、 洋服 仕 立の 四十 銭 だ。 (和服 仕 立 は 十九 銭)。 夫 



の 母 だもの」 

一 一人の 女 は 言い張った。 とりあえず 二三 日 は 近所に 

宿 を とれと すすめても、 正 ニ郎が 困れば 困る ほど 威 丈 

高で、 自分の 家 を 主張して 譲らなかった。 

邸内に 庭園 を はさんで 同じような 立派な 西洋 館が も 

ぅーッ あった。 それ は 正ニ郎 がー 力の 上京中の 宿の た 

めに マゴコ 口 を こめ 善美 を こらして 用意した もので 

あった。 二人の 女 は その 別館に 目 をと める と、 

「じ ゃァ 私たち は 邪魔に ならない ように、 あっちへ 泊 

めても らいましょう」 

一 人ぎ めに CE みこもう とすると、 この 時ば か リは正 



音 もで ないから、 兵 頭 一力の 名で 百倍 も 威張り かえつ 

ただけ の Y J とだ。 

「オヤ、 そうかね。 そんな 大 そうな 御殿 だと は 知らな 

かった。 こッ ちの 方 は 私たちの ゥチ なんだから、 さァ、 

さァ、 遠慮なく 部屋 をと りましょう」 

大義名分 によって 百倍 も 威張り 返った 罰に は、 それ 

なくして は 百倍 もしおれ る こと を 見抜いて いる 悪達者 

な 女 一 一人、 口惜しいながら 何も 言えない 正 一 一郎 を 尻目 

に、 セ セラ 笑って 勝手に 自分た ちの 部屋 をき めた。 

三日 五日 十日と すぎて、 ちゃんと 納 つてし まう と、 

かねて 手 害が 打ち合せ てあつた と 見えて、 松 川 花亭が 



けだ つ た。 

「今 連れ添う 一 一人の 男に は それぞれ 充分に 報い をす る 

し、 裁判が きまった あとで は 五 人の子 供 も ひきとって、 

生涯 大事に 育てる から、 それまで はむ ごいよう だが 二 

人の 男に は 内密に、 今から 直ちに ゥチへ 来て くれまい 

ゝ I 

力」 

「あんた は 誰 さ。 昔の こと は 忘れた よ」 

「お 園の 父の 梶原 正ニ郎 だよ」 

お 久美は 返事 をし なかった。 さすがに お 園 はま だ 若 

いし、 母が ィコジ になる だけ、 彼女 は 冷静に 考えた。 

別に 父 はなつ かしくなかった。 自分で も フシ ギ なぐら 



代りの 娘に つ いて は 街で 見かけて 見覚えて いる 男で 

あった。 

待って いた 駒 子 は、 母と 姉 を 迎えて 大 よろこび。 自 

分の 部屋へ 二人 を ともなって、 くさぐさの 話 を 物語る _ 

駒 子に 一応 まかせる のが 何よりで あるから、 正 ニ郎は 

わざと それ を 見送って、 自分 は 上京中の 一力と、 まず 

まず 第一 段 は 成功。 お 龍 も よんで 労 を ねぎらい、 お 龍 

のお 酌で 乾杯す る。 一 力 も 話 をき いて 感無量。 

「そういう もの かねえ。 しかし、 昔の こと は 忘れた。 

あんた は 誰 だ、 というお 久 美さん の 心 もしみ じみ 分る 

気がするな ァ。 貧乏人 は 金 持に なりたが つたり、 あこ 



これ を 疑った の は 八十 吉 である。 お 来お 源が 居な く 

なれば、 強いてお 久美を 本妻に もどす に は 当らない か 

ら、 充分の 見舞 金 をつ けて ぉ久 美お 園 を駿河 橋へ 帰し 

て やった。 なんしろ、 鮫 河 橋で は 前代未聞の 大金、 人 

の 噂が 大変 だ。 それから それへ と 尾 ヒレが ついて、 世 

間 一 般の 噂に なり、 警察の 手が うごく ことにな つたの 

である。 

* 

警察が 手 をつ けた 時 は、 その 日から 三 ヶ月の 余 もす 



げたよう に 気 乗 薄で あるから、 虎之介 は、 ここ はこの 

先生の 心眼 あるの み、 と、 氷 川の 海 舟 邸に 参上、 逐一 

事の 次第 を 物語って 解決 を 乞うた。 

「お 来お 源 花 亭の三 名 は 塩 竈に 立ち返つ ちゃ ァ いない 

のかえ」 

「ハ。 それ はもう 立ち返って はおりません。 松 川花亭 

は 生国 不明であります が、 旅 絵師の 花亭に 二人の 女 を 

ひきとる ような 家が あろうと は 思われません な」 

「三 名の 者 は 殺されて いるな。 犯人 は梶原 正ニ郎 よ。 

ぉ久 美が 元の サャ にお さまろう てえ 気持が ないから、 

駒 子と 添い とげる に は、 三 名の 者 を 殺す 一手 あるの み _ 
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